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はじめに
　本日，東京医科大学における最終講義を行うに当
り，最初に感慨を若干述べさせて戴きます．
　薬理学教室との結び付きば，三井記念病院での卒後
研修後，基礎医学をもう一度やり直す決意で，学生時
代からその情熱的講義と詩歌作品に魅かれていた恩
師原三郎先生の門を訪ね，最後の弟子の一人となった
昭和31年以来のことです．この年の9月に先生のこ
推韓で助手の末席を占めましたが，想えばその時は，
この歳まで薬理学の一学究としての道を歩んで来よ
うとは夢想だにしませんでした．
　爾来，教室の伝統である中枢神経系の研究を守り，
臨床薬理を考慮した幅広い視野に立つ研究を意図し
て参りましたが，薬物の作用様式を考究することの困
難を痛感するのみで今日に至り，数々の師恩を思う
時，果たしてご期待に叶いえたか，心残りがなくもあ
りません．しかし，教室創設以来の諸先輩の励ましと
教室員の献身的な協力で，私なりの教育と研究を続け
ることができたのは，喜びの極みであって，深い感謝
あるのみです．
　静穏な人生を想い望む齢に達しつつありますが，当
分の間は，国内外の学会役員，米国イリノイ州立大学
客員教授等を続け，学術交流に微力を尽す所存でおり
ます．
1．マルチメディアの役割と展望
　今日，高等教育を取り巻く状況は，高等教育の大衆
化，学術研究の高度化，国際化・情報化の進行などの
社会・経済の変化，生涯学習ニーズの高まりなど，大
きく変化しています．
　中でも，近年の情報通信技術の進展はめざましく，
我が国や世界各国において高度情報通信社会の実現
に向けた様々な取組が活発になっています．図1
　医学系大学の教育においても，学部増設などの規模
拡大の過程で分散化した遠隔地にあるキャンパスを
衛星通信や光ファイバー通信で結び，テレビ会議シス
テムを利用した合同授業やシンポジウムの実施，ネッ
トワークを活用した情報収集や電子図書館システム
の整備，インターネット上でのホームページの開設に
よる講義要綱の公開などが進み，多様な通信メディア
を高度に活用した教育研究の取組が広がって来てい
ます．図2
　このような情報通信技術と設備は，「遠隔教育」や
「遠隔学習」をより効果的に行うことを可能とします．
将来は，マルチメディアの一層の進展により，通学制
と通信制の明確な境界がなくなり，情報通信ネット
ワーク上でのみ授業を行う「ヴァーチャル・ユニバー
シティー」といった全く新しい形態が出現することも
考えられます．
＊本論文は2001年1月26日に行われた最終講義のうち，表題についてのみ纏めたものである．21世紀の重要課題「脳の解明」
に向けた研究への提言と予防医学で重視されている抗感染薬の新しい研究紹介は紙数の関係で省略した．
（1）
一　100　一 東京医科大学雑誌 第59巻第2号
表1．マルチメディアの利用目的
（％）
計 国立 公立 私立
教育の効果をあげるため 96．7 95．1 97．7 973
学生の動機づけを高めるため 90．7 89．7 86．2 91．8
広報活動のため 86．7 90．3 88．5 849
新技術を教育へ応用するため 85．1 82．7 90．8 85．4
研究上の知見を共有するため 84．0 82．0 88584．3
機関の活動の公開のため 82．4 90．0 89．6 782
事務運営の効率化のため 77．0 86279．3 72．8
カリキュラム改革のため 67．6 70．5 59．8 67．5
新たな学生層を開拓するため 56．2 46．6 45．4 61．8
教員の負荷を減少するため 33238．4 38．4 30．3
教育のコストを押さえるため 20．3 24518．8 18．7
表1，表2，表3について
出典「メディア教育開発センター：高等教育機関にお
けるマルチメディア利用実態調査，2000．1」
1．調査の回収率
　　　　　　　　　配布数有効回収数回収率〔％〕
　大学本部　　　　　620　　　449　　72．4
　大学学部・研究科　1，606　　1，059　　65．9
2．表中のパーセント数値は，「よくあてはまる」＋「ある
　程度あてはまる」の合計．
表2．マルチメディアの利用状況
（90）
計 国立 公立 私立
録画ビデオの授業への利用 86．3 87．8 77．9 86．6
図書資料のデータ・ベース化 76．9 86．6 86．3 75．8
オーディオ・カセット教材の利 70．9 53．3 64．0 795
用
PCのパワーポイントなどによ 65574．4 62．8 61．9
るプレゼンテーション
電子メールや電子掲示板による 64．8 82．9 69．8 56．3
事務連絡
インターネットによる教材の提 56．3 55．9 52．3 56．7
供
電子メールによる課題の提出 52．6 59．7 52．3 495
電子掲示板や電子メールによる 47．9 54．2 39．5 46．2
授業への質問や学生間の討議
ビデオカメラやデジタルカメラ 47．1 50．7 48．8 43．2
の授業での利用
CD－ROM教材の利用 45．1 40．4 47．7 46．7
マルチメディア教材の作成 37．0 39．0 36．1 363
シラバスのインターネットなど 31．9 49．9 23．3 24．4
による公開
教室授業のWWW上への公開 10．7 14．4 15」 8．5
通信衛星などによる授業 10．2 23．9 2．4 5．4
　マルチメディアを初めとする情報通信技術の活用
は，医学教育・研究の充実に新たな可能性を開くもの
として大きな効果が期待できるので，医科大学や附属
病院，今後は殊に大学院において実施のための条件整
備を積極的に図って行くことが求められています．表
1
2．マルチメディア応用の状況
　マルチメディアを医学教育や医療に積極的に応用
する医学系大学や病院が既に出て来ています．例え
ば，光ファイバー通信によるマルチメディア・ネット
ワークシステムによって，複数の離れたキャンパス問
を双方向に接続して授業を行っている大学や，企業や
社会教育施設などに向け公開講座を実施している大
学があります．
　また，医用画像情報ネットワークシステムを構築
し，複数の離れたキャンパス問を結んで，遠隔地問で
の授業の実施や研究活動，情報交換等に活用している
大学もあります．
　さらに，マルチメディアの活用は国内にとどまら
ず，複数の外国の大学と協定を結び，協定大学との間
で双方向授業を実施している大学院もあります．表2
　本学も，このような動向を見通し，『マルチメディ
ア・モデル医療』『マルチメディア・モデル教育，研修』
などのプロジェクトで情報通信環境の整備を行って
来た所です．図3
　大学や病院などでマルチメディアが応用されてい
る具体例をあげてみます．図4
　〈学部学生の講義・実習〉
　医療系・保健系大学における基礎医学や臨床医学の
講義・実習，一般教養等の遠隔合同講義
　〈教材のライブラリー化によるVODシステム〉
　講義内容等をデジタル化保存し，ライブラリーを作
り，利用者が自習用に必要に応じ閲覧
　〈臨床研修医のチュートリアル〉
　大学の特色を生かした教育用の講義・チュートリア
ルを放映し，他大学の学生や臨床研修医が受講
　〈病院スタッフの技術論意〉
　看護婦や検査技師，放射線技師等の病院スタッフを
対象とする技術研修のプログラムを実行
　〈高度先端医療の実況放映〉
　各病院で行なわれる手術等の高度先端医療の状況
をリアルタイムで送受信し医師等が見学することで
最先端の医療技術を修得
　〈合同クリニカル・カンファレンス〉
　特定症例に関し複数の施設の専門医が実際の資料
を見ながら討議
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　〈手術コラボレーション〉
　手術について，複数の病院から意見や指示を送り，
合同で手術を行ない，質の高い医療の実施
　〈病院情報システムとの連携〉
　病院情報システムとの連携により，患者の転医に伴
なう病診連携に役立つ様々な医療情報の転送
　〈地域医療への貢献〉
　地域の医療機関に対し，最先端の医療技術を提供
　〈災害時の医療情報提供・提供支援〉
　非常時に医療情報の提供・情報支援を行なうための
連絡回線として利用
　このように様々な可能性が探求されています．本学
も既に遠隔病理診断や多地点カンファレンスなど一
部実現しています．図5
3．マルチメディアの国家事業と動向
　マルチメディアのネットワークをより広範に構築
するには，個々の大学や研究機関だけではなく，国に
よる社会資本の充実や整備が必須となります．
　国の事業として，平成8年度から大学共同利用機関
である「メディア教育開発センター」を中心として大
学間を衛星通信回線で結ぶ，「衛星通信大学間ネット
ワーク構築事業（スペース・コラボレーション・シス
テム事業）』が開始され，連合大学院や分散キャンパス
における交換授業，研究指導などに活用されて効果を
あげています．
　平成9年度からは，『私立大学ジョイント・サテライ
ト事業』が創設され，同様の事業が進められています．
今後，これらの事業により，国公私立大学等のネット
ワークの拡大が進み，大学間教育および研究交流の充
実に寄与することが期待されています．図6
　また，国立の31医科大学・医学部間で，通信衛星を
使用した高精細画像の転送を双方向で行うことによ
り，診療機能の高度化を図り，地域の医療水準の向上
や発展に寄与するシステム（MINCS－UH）が稼動し
ています．任意の大学が担当となって講義を行い，そ
の他の大学は講義内容を受講することができます．講
義担当大学の講義内容が，HDTV映像として，講義受
講大学へ配信されます．現在は，デジタル方式による
ハイビジョン映像とNTSC映像の送受信が行われて
おり，さらに映像の送受信時には暗号処理装置による
スクランブルをかけ，患者のプライバシー保護の対策
も行われています．講義中に質問要求をすると，講義
に参加している大学へ質問大学のNTSC映像が配信
されます．各大学ともハイビジョン1回線（HDTV），
NTSC　l回線の利用が可能です．
　総務省は，地球規模の情報発信基盤（GII）として伝
送容量がlGbps程度の超高速通信技術を持つ衛星を
欧州宇宙機構（ESA）と共同で研究開発を進めてお
り，平成15年の打ち上げを目標としています．打ち上
げ後は，アジア・太平洋諸国と共同で，この衛星をテ
ストヘッドとして利用し，高速衛星通信アプリケー
ションの開発や実証実験を予定しています．また，通
信放送機構は，ATM技術を用いた『研究開発用ギガ
ビットネットワーク（Japan　Gigabit　Network）』を整備
し，平成ll年度から平成15年度までの5年間，研究
開発用として大学，研究機関，行政機関，地方自治体，
企業などに広く開放します．図7，8
4．マルチメディアに期待される効果
　このようなマルチメディアを活用した遠隔授業の
実施により，従来の通信衛星による「放送大学」を超
える教育効果を期待することができます．
　①地理的・時間的制約等から特定のキャンパスに
　　　通うことが困難な者に対する学習機会の提供
　　　が可能となり，教育機会の拡充に資するととも
　　　に，柔軟な学習形態の実施が可能となります．
　②教員も学生も，キャンパスを移動することな
　　　く，大学相互間での合同授業などを実施できる
　　　ため，大学間での単位互換が促進され，各大学
　　　がそれぞれの特色を生かしつつ教育内容の充
　　　実を図ることができ，学生の学習の選択肢が増
　　　えます．
　③大学問の教育研究情報の交換や，教員・学生の
　　　交流が促進されることにより，各大学が有する
　　　知的資源の共有化が進み，大学の教育研究水準
　　　の向上が期待できます．
　④地方公共団体や産業界と連携することにより，
　　　地域に開かれた教育が推進できます．
　⑤　海外の大学等との教育交流が活発になり，国際
　　　的な視野を持つ人材育成に寄与します．
　⑥最新最先端の情報を迅速にリアルタイムで入
　　　手でき，また全世界に向けて発信することがで
　　　きます．
　マルチメディアの活用は，Interactive（双方向型）方
式で実施することにより，従来の単方向型方式ではあ
げることのできなかった教育研究効果，学習者の主体
的の発揮を期待することができます．すなわち，学問
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の基本である主体間の論議可能性（lntersubjective－
discussibility）を拡大強化することに役立つからです．
5．遠隔教育への批判に対して
　一方で，遠隔教育に対して，旧来の教育方法の立場
から様々な批判があることも事実です．
　「大学等における直接の対面授業においては，教員
は授業中，学生の反応等を見ながら授業を展開し，
個々の学生に対して個別に指導を行うことも可能で
ある．学生は授業時間中に必要に応じ教員に質問等を
することが可能であり，さらに，直接の対面授業は，当
該教室における学生間の交流を通じて学生の学習に
対する意識を高め，興味関心を喚起し，学習意欲を高
めるなどの効果を持つものである．直接の対面授業に
よる方法でなければ十分な学習効果が期待できない
と思われる分野がある．また，教員と学生の触れ合い，
学生間の交流による人間形成といった面が疎かにな
る．」
　しかし，直接の対面授業でなければ十分な学習効果
が期待できないといわれる科目への対応や，教員と学
生の触れ合い，学生間の交流による人間形成といった
面においても，テレビ会議式の遠隔授業も双方向型方
式で実施することで，直接の対面授業が持つ教育上の
効果に近いものを十分に獲得することが可能となっ
ています．多様な通信メディアを利用して，文字，音
声，静止画，動画等の多様な情報を一体的かつ双方向
的に取扱うことのできる状態で授業を行えば，直接の
対面授業に相当する教育効果を認めることができま
す．
　①授業中，教員と学生が多くの機会を設け互いに
　　　映像・音声等によるやりとりを行う．
　②学生の質問の機会を確保する．
　③画面では文字が見づらい等の状況が予想され
　　　る場合には，予め学生にプリント教材等を準備
　　　するなどの工夫をする．
　④「遠隔授業」の受信側に，必要に応じシステムの
　　　管理運営を行う補助員，教員，ティーチング・
　　　アシスタント（TA）を配置する．
　⑤メディアを活用することで一度に多くの学生
　　　を対象にして授業を行うことが可能となるが，
　　　受講者数が過度に多くならないように注意す
　　　る．これらの対策を行えば，距離や仮想による
　　　疎外感のない臨場感溢れた教育が可能となる
　　　はずです．
表3．マルチメディアの利用の障害
（％）
計 国立 公立 私立
機器設備の導入費用がかかる 95．6 94．7 92．0 96．4
支援スタッフが不足している 95．1 97．2 96594．1
特定の者に負担がかかる 94．7 97．9 92．0 93．8
機器設備の維持費用がかかる 90．8 9L995．0 91．0
機器設備の数が不充分 89．0 93．3 77．9 88．6
利用の準備に時間がかかる 87．7 88．4 84．9 87．8
利用できる教材が不足している 77．2 77．8 75．9 77．1
教員のメディア活用能力が低い 73．9 67．3 68．6 77．4
事務職員が対応できない 60．7 62．9 65．1 59．0
学生のメディア活用能力が低い 33．1 24．8 28．6 36．1
授業で利用する必要がない 23223．8 22．9 23．1
利用による教育効果がない 14314．8 9．4 14．7
　また，医学系の教育課程で必要とされる実技・実習
は本来別途に考慮すべき問題です．
　なお，マルチメディアの利用の障害としては，表3
の内容があげられていますが，決して本質的問題では
ありません．
　さらに，医学医療の情報通信には，固有の課題があ
りますが，これらの高度の守秘性や安定性の問題など
は，現在あるいは今後の情報技術によって充分に対処
できます．図9
　マルチメディアによる教育の有効性と限界，また効
果／経費は，今後，遠隔教育の展開過程で検証されて行
くべき事項です．
6．医療従事者（社会人）の生涯学習「遠隔教育」
　現在，一部の大学院・大学附属病院においては，医
師が生涯にわたり最新かつ高度の知識・技術を習得す
ることを目的とする教育（リフレッシュ教育）が推進
されており，他の医療従事者を対象とする夜間大学
院，学部の昼夜開講制の実施などの取組も進んでいま
す．
　また科目等履修生制度は，大学等におけるフルタイ
ムの学習が難しい者に対して，パートタイムで高等教
育を受ける機会を提供しています．このほかに，公開
講座の開催も行われています．
　既に，このような社会人を対象とするリフレッシュ
教育においても，大学が衛星通信等により，病院，企
業や社会教育施設に対して公開講座等を送信する取
組などが始まっています．このような取組は，時間的
制約の多い社会人にとって，職場にいながら学習する
（4）
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ことが可能になること，研修のニーズにも合致するこ
とから，高い潜在的ニーズが見込まれています．また
地理的制約などから通学に困難を伴う人々にとって，
社会教育施設その他地域の身近な場所で大学の授業
を受けられることは大きな利点となります．
　このような時間的・地理的制約を超えた生涯学習の
取組を一層進めて行くためには，広く社会人の資格修
得の途を開き，学習意欲を高めることが望ましく，マ
ルチメディアの活用は他の授業方法では代替しがた
い効果を有します．
7．マルチメディアの活用による開かれた大学・大学
　　院に向けて
　グローバル化時代に求められる「世界に開かれた大
学・大学院」に向けて，今後どのように進むべきか，私
の考えを申し上げ，参考に供したいと存じます．
　マルチメディアを積極的かつ効果的に活用し，教育
内容や方法の充実を図って行くためには，『スペース・
コラボレーション・システム事業』などの全国的な高
度情報通信ネットワークへの参画や，教材やデータ
ベースの整備など基盤となるハード面の整備，メディ
アを活用した教授方法の研究開発や教員研修の実施
などソフト面の整備に努めて行くことが必須となり
ます．
　近い将来は，後発開発途上国（LLDC）においても，
いながらにして世界中の遠隔高等教育プログラムに
アクセスし，単位や学位の取得が可能になると予想さ
れます．さらには，留学希望者が，留学予定先大学の
単位を母国において遠隔教育で修得することにより，
実際の留学期間を短縮し，留学先で生活する経済的負
担を減らすことが可能になる，「インターネット留学」
が普及すると考えられます．
　現在，外国の一部大学は，インターネットなどによ
る国際的な遠隔教育を始めており，今後，各国の大学
により，熾烈な国際競争の展開も予想されます．学問
分野におけるグローバル化の進行を背景として，我が
国の医学系大学も，十分な国際的受容性と対応性さら
には高い国際競争力を有するものへと進化して行く
ことが不可欠となります．
　我が国の医学系大学が，マルチメディアを活用した
国際的な教育に参入することは，その医学教育が，国
際的な魅力と競争力を備えたものに発展して行く契
機ともなるはずです．また，国際舞台で活躍できる医
療従事者を養成し，医学医療を通して国際社会に主体
的，積極的に貢献することにも結びつきます．
　このような世界に開かれた大学づくりを推進する
には，1）教育課程や教授方法の確立，教員組織の構
成，2）学生，教員の国際交流の推進，3）外国語能力
やコミュニケーション能力の充実が，図られなければ
なりません．
　加えて，前節で述べたように医療従事者が，最新の
医学医療を修得するため「生涯学習」を図ることへの
欲求や要望が強まっております．
　医学系大学のこのような新たな役割を認識し，社会
との往復型による生涯学習に貢献するには，1）個人
のライフプランに応じた多様な履修形態，2）社会人
のニーズに的確に答えた教育プログラム，3）履修形
態や教育プログラムに関する情報提供や相談体制等
の整備，などが必要となります．
　さらに，情報通信技術の能力は，グローバル化時代
の基本的なリテラシーと位置付けられるに至ってお
り，情報通信技術は，「開かれた社会」の創造に最も有
効な手段を提供するものです．インターネットなどの
活用は，授業以外の場においても，教員や学生が，学
内だけでなく，学外さらには海外の研究者等との時間
的・地理的制約を超えた交流を可能とします．
　将来の医師たらんとする者も，この圏外に出ること
はできません．医科大学の教育においても情報通信技
術能力の修得を図るべく，1）情報通信技術教育の充
実，2）情報通信システムの活用による学習機会の整
備，3）情報通信システムを利用した海外との大学教
育の発信受信および国内外の相互交流の推進が，なお
一層の急務とされております．
　何よりも，それぞれの大学が，自己の枠に囚われず，
共存的に情報通信技術を活用して行くことが，個性の
輝く大学を創造する礎となるものと，かような時代が
到来していると確信しております．図10
おわりに
　最終講義を終えるに当り，東京都医師会雑誌に寄稿
した「我が母校』1）の結びを借りて，大学の皆様への私
の思いと致します．
　母校への愛着の念は，祖国や郷土への思慕の情と並
び，全く理屈抜きの心情である．母校は，良きにつれ
悪しきにつれ，また幾歳になっても，私達の念頭を罵
るることの出来ないものであり，これは人情の常であ
る．愛校心とは，若き日の一時，学問を志し，校風を
（5）
104　一 東京医科大学雑誌、 第59巻第2号
Th■酔蜘雌e鵬of　8轟聾轄a樋。臨鰭n“働棚臨漁雄m酬巖靴携縦鰐
s諏㏄伽爬鵬㎞ro凹。血調es釣r。o㎜u蹴嚢礁a髄α礁w澁磁賭r
窺niversttles　and嘘艦e劇虚鵬a髄e鵡al　a鎚磁餓塁e酬a醐e5　a箪e
pe漁蹴欺磁01雌y鋤謡遭e㎡撫。塞服睡Ψemslty，鷺勧eoemes　d団灘鴨鷺働
e▼瓠組a駈。鋤麟鞭戯a醤w｝蟄y誘無“to嚢rapuave¢ed㎞enik冊珊磁謝・
　　　　　　　　　　　　　　畢
　　ロ　アこ　は　れ　　　　　　　　　　　　　　　む　の　ロむ　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　ド　マ
　　　鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・：，、！撫
　　　　　　ジ丁丁糞頚磁h軸曜二二面一91噸命坤縫壷望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1灘欝
、＿誤
図1 図2
図3
EI　sa皿ρ㎏sσ『鵬e
《Mo戯働1舳軸嚇e胴虚〉 ＜誕磁髄翰薩。論》
〈0聾頓昏6B砿敏幡拙gofa鰯　困罰載¢al　treat田ent＞
櫨盤躍纏麗謙。畿鍛膿総
職㎞蝋rf　ti蹴。．
〈あ茸龍£甑監ca猛｛＝01醜鷺n㏄＞
POC鱗of獅0「織O幽巳…面象U晦噸d一曲。戯髄C滋P甚曲by蕊oold！嬉a象曲｛rfspeevac
c経艦舐
＜「£ea職med葦cal釦『ea紅皿戯＞
The皿創騒◎81　s鉾。惣堀5熔of重wo　or滋。飴鑓mo捻
besPttelg　or皿co卿。曲飢d蜘operation㍉
細080凶盛。鵬a皿ご甜ggesbens
〈森『e黙蓋。艇1㏄t糠卸e該u繧加加舩〉
認縫認膿潔濃総灘塩膿v畿濫謹
日瓢d撫「鮒童de纏臨ofo伽『瞭【腫ve路難量esウ
＜鷺¢m6艇jo㎞歪¢伽ca僅6n＞
撫韮m伽b￥teechers凹己p鱒旛s購of
構蝕鵬越磁versi鯨轄（醜50ci鱒蜘狛¢o鋤d
鳳劇鵬i¢鵬¢職㎡v蝋蛭耀，e紺．）膿㎞撚團
舶臨謎voly沁田od｛cal戯v蟷i醤凶滋囎紐。奮o
pl聴鵬謹㎞魅3轟蛭腰ヨぎ繍e紅』
　　　　　　　　　　．㍗奪；
　　　　　　　　　　1．pt．一一t　el，Eee1．1
し
蛙隅隅礒・｛。
、昌Ll 驚
N
図4
0伽of伽照明卿
ボ岬t／」　　　ず、　　L　　L
鱗 識翻雛
灘i麟
ゆ髄■国 @　　　　　　R　　閥
　　きギニ碍．トi巴」‘こ＝レ・；・et．P・，・一下‘蕩
鱈ny
済ヒ1F∵　　W「IV
瞳
ld敏塗r輔1．
鵬
灘“欝醍灘繋
盛＿
・駿ド言
懸霊1療i罵
り　　tSb・t”
　　　嘲
ず
ノぐ’』，t一，
離
一一
灘マ
　　翻雛欝
　　曜　，t’，＝駒栂　　　，盟
織綴　　　　　　ぼ
轟憾「’
牒聰鱒
　．a
撚．；．｛旺、、、’畢へge”r・1、。、“
，　・1．1「　‘’口
　　’
　　　f：　」じ「覧」露卜」k　㍗
箆
い
@し・　　　㍉
　　　　　≧融、，蕗伽麟
　　剛
　　　関町．鮎牽響鞭蘇
　　　　　　≧櫛　　尋■F　．、噛『‘ヒ、　ト　　　t5　腫’ご44A
　　　　　　　　薩
．　．郡・　　o箋幽幽
　　　　　　　　　　麟■騨の曜
11re　ntecun鵡田賦甑髄。鱗Ptan血」臨1隅
Ceme総
。（漁由監goo醗皿田雌m夏£㎞血軸盤re　latest　tm藍Dgy
●　o瓢e置i纏9搬e塞羅pte躯d¢5磯識皿虻oo㎜胆町蜜cr隆軽。匝魏etWor】ヒ
●CO凪舳廊㎞。離舳pme磁㎡幽血舳曲瞳④謹　　s｛麗㎎鐘臆曲菖短鵬【臨伽tai　eeesre曲蹟
銘嘲・ 蟹
．．r，．
レ「’，，
ρ3ノ　　「
醐亀ワb陶℃一C四蕊側L醐ts　ch「㎜
F◎τthe　f臨de鴨塾。騨of－o蹟童｛雌田ologヲ匪証」職！蜘of　Izaests
組己筆画㎜引剥銘藪。田漁8㎎v蹴pStot　prejectg　efitrfo・co博戯atien
t雛h偏愛ogy．
《願鵡欝㎞醍of樋re　prepa＞
1卿 脇 ISgSP am
葦敷㎏潤a齪。圃　　鉢 鈎凶簸¢⑳珈皿㎎噸纏Q騨
覧　　‘　　　’『＝、：㌔トゴ／・，辞と’，’卜曳・－
鋲
〆岬喉．
・‘h凹隊影
争?螺韓蕪鍾‘
撫，農㎎剛購。r⑦糊瓢91Ptb髭．義轟謡搬’藩鶴織罐鯵
鱗畿驚識慧i認雛簸。
図5 図6
（6）
2001年3月 渋谷　新世紀の医学教育・研究におけるマルチメディアの役割と応用 一　105　一
無¢伽厩轟㎡s31蹴。㎜磁¢識藪α購薮糠」詠脚
in　erder加rea葺ize　a　com漁聾掘ca蜘孤伽蜘S魚r鶴eqeivaleat　to　th¢opti¢al飾賦鵬tWO蜘
重h甜ovdO脚棚重of　1Gbps　sa翻伽¢o澱m畑麟。殴塗echnolagy　is【鵬欄了・b凱三亀董s戯
瞭滋1y緬葦曲職¢。
A重伽M蜘yofPos象s職d　TelecemirrE”tieetions，　s廊鰭繭w量目h　s叩e卜hi8h　sp¢ed｛g顧b訟
¢畏ass｝co鵬蚤m竃oa箆。鑓匙。償h醜。韮鰯y鞭e　pogi爵。駄ed　ns　an　iUfcmatI函o皿dl鱒a加h　b醇e（（凱）o鱈a
がdb｛滋㏄麟亀Research　and　dtvelo婁職舩£鵠¢o鰍曲伽嚇鵬OOP瞭戯。戯w…蛭湘10箪gmI膿S騨隔離e
蜘¢…盛O鍛（欝A｝，磁d難Pla鵬幽。塾㎜“h画帖atelEbe　i臓2003・
A蝕r臨i礁。幽r船脚鵬。飴三鵬翻童adon　o£a　smpec－highspeed総総ltibe　comm蹴sieesien
鵬即櫨…nAsiga細．d・th。　P臼ε三§c　o㏄鴎eveeq　it　iS。畑蜘9血d。v。塞。卿園圃己
姻櫛。煎滋。麺of翻量。凶¢郎w紬醜脚塊h　sρ㏄轟醐謎e零。㎜蚕繭io駄1鴛coo帥n
切｛ぬAs託aand¢o臨匝甘…■s　ig　the】Pacifi艀Ocean
tWh榊＜蹴a㎜¢｛藍sな甑ed㎡o＞
CO珊pariSO鰍b醜e躁憾い騨0鵬mmeti働糠0蹴techno醤O紹眞es
勤繭量麟hoo鵠象h掘1｛蹴甑励18始㎞o置5gy伽血憾。凶COtn　ttuni¢etien，　i！be¢cheractuistS¢匹囮‘tho
　P【鴨do駆藤働a∫隅of軸彫O　cemmu”ication触O舳（鵬塵騒to¢0皿㎜蓬C紺◎競aロ己SPDuad盤e圃ζ
　ゆ0血澱騒毎むa亘｛｝”｝購aS魚駐OWヨ．
　　　　　S霜囲滋鷺幽臼00m留置面㎝雌0ロ　　　　　　　　　　　G瞭0職磁臓箪70緯00皿腿臓臓瓢蜘聴
ξ鎚郵6劇噛漏扁孫麟編』δ灘も藁燃蓋騨1領
i（；insepδ｝tt9醜紬葦§購鵬od吋諏醜臆
糠輪義：嫉Σ、．しぬ．．メf鼠訟鞍．ぬ豪1：1＝：嘉ぬ冨ぼ確
「Do痴Iob皿翻轍膿鵬O融己・伽鋤麿戯9　　－，
、縦感蜘嫉轟露d㎏，　　　、、　　　　　　　・．
恥劇b励纏曲d◎ウe藻ds　OR電h叩晦b吐
of，面。三騨皿臨．　　　　　，：　．一．．こ、．・・
礁∵雛難綴難i雛霧1灘慈瀞
㌦－噺：硫歳鮎ヒ鎌a鍵1鋼麟購罐蜘砿麹甑磁滋き：：ゴご密11・溜脳
　　　　　　　　　　　　　毎
、一＿．瀧灘樋盤総懸喪灘ll｝馨舞・
．心：邸鱒．面蜘戯繭賑蒔瀾欝璋醐嘩ll∵31濾鈴
嬬｛葦1幽幽鰻白繭糠紫塗㎏姻蝉麺噸磯懸
図7 図8
撫ε飾羅纐sα『膿aleal叢翻麟。《聯㎜編鵜麓燃糠。臓
Contents
瓢画畦樋践砂釦撫遠
R¢｛挿騰d侮総｛rtiens
磁幽蟻組i妙蜘騨伽｛滋轡儲靡騨鵬
《験O蘇・CO囎㎜｛劉）leOM　i脚δ馬薄靹紬蜘鍵
　i鵬欝，etの
TV　brΦ幽憾臓3｛騨盛鯉㈱ζ！｝．（く誹即戯㎎集偲臨雌v・｝
Te鵬qna叢開脚幽己r楠鴫厭目幽瀞鐸鴻開脚「rv
㎞旧d鱗蛭曙醐触
Secutlty
Co搬職u籟1¢激io職
For・hand！lns　p艇鼠醸癖伽a鍬嘩レ1撫l　rvguired　that　the
¢o鵬蹴瓢…輔。馳三sseCttred　en魂ciesc〔L
鞠郵晦垂㎎memaebe　opag滋｛鵬赫ψ毒麟難融
¢奮．隆。◎o蹴㎜i磁。識伽鶴韮oo㏄鵬｝｛塩醐iBlxe｛濫
◎ne　tO　ma霧曜 鞠二曲｛露麟w轍jo漁1覇転he釦購，
図9 図10
（7）
一　106　一 東京医科大学雑誌 第59巻第2号
慕い，勉学を共にした者が，母校の発展を願う純真な
心念，母校を向上させしめたいという念願の表出に他
ならないと思う．
　我が母校が，医学医療の分野で今後も揺るぎない貢
献をして行くには，建学の精神や伝統を，教職員・学
生の手で受け継ぎ，新たな時代に応じて再創造し，学
問の薫り高い学園の創造に向け，先師先賢に倣い「至
誠，進取，協調」の精神で奮闘努力する他ないと痛感
している．
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1）渋谷　健：我が母校，東京都医師会雑誌，8：121－
　124，　2000．
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